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活動報告 

2021 年度 学生自主企画研究成果レポート 

保見団地に住む外国籍の子どもを対象とした 

「楽しみながら学ぶ日本語教室」によって得られる学習効果 

 

外国語学部 スペイン語圏専攻教員 谷口智子（監修） 

スペイン語圏専攻 4 年 河村留利、山村桂子 

スペイン語圏専攻 1 年 上村茉子 米山茄穂 

国際関係学科 4 年 澤井映里 

スペイン語圏専攻１年 小豆澤花暖、太田朱音 

 

第1章 研究背景 

1.1 はじめに 

1990 年の「出入国管理及び難民認定法」の改正以降、愛知県豊田市保見ケ丘地区（以下、

保見団地）には、ブラジル人住民をはじめとする外国籍住民が集住するようになった。2021 年

のデータ1 によると、保見団地の全住民人口 6,812 人の内、日本人は 44％を占める 3,006 人、

外国人は 55％を占める 3,806 人である。外国人居住者の内訳では、ブラジル人は 87％と高

い割合を占め、次いでペルー人が 4％、ベトナム人が 4％である。 

しかしながら、同じコミュニティに日本人と外国籍の人が共生する中で、日本人住民の高齢

化や両者の棲み分け化が進んでいた。（植村俊：2014 134）また、ゴミの分別や騒音などの生

活マナーにおける問題、外国籍児童生徒の不就学や日本語能力の問題、母語継承が課題と

して挙げられる。 

このような課題に対して、保見団地では NPO 法人等による多くの支援活動が行われている。

外国籍児童に対しては、日本語教室やプレスクール事業、放課後学習支援、就学支援等を

展開している。例えば、NPO 法人「トルシーダ」は、保見団地において約 20 年間にわたり日本

語教室や体験活動などを通した外国籍の子どもたちの「居場所づくり」に専念している。 

研究活動に際し、日本語支援等を行う NPO 法人の職員から、「外国籍児童の日本語の語

彙力が不足している」との声を受けた。また、学生側の視点として、子どもたちが在籍する小学

校や NPO 法人による日本語教育活動において、「子どもたちは机上中心の学習で、楽しく学

ぶことができているのか」、また、「子どもたちとその保護者に対して個別にフィードバックがで

きているのか」という問題意識があった。これらの背景と問題意識から、楽しみながら日本語を

学ぶ環境づくりを行い、教室活動を行う中で、個々の子どもに応じた家庭へのフィードバックを

行えないかと考え、本研究に至った。 

 
1 豊田市（2021）「豊田市外国人データ集（令和 3 年 10 月 1 日現在）」豊田市経営戦略部国際

まちづくり推進課 
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1.2 研究目的 

 本研究では、以下の 3 点を通して、外国籍児童が「楽しみながら成長できる」教室づくりの第

一歩に寄与することを目的とする。  

  

① 日本語指導に加え、机上以外での学習活動を含む教室活動の実施   

② 外国籍児童の日本語能力を測り、技能を「見える化」すること  

③ 保護者へのフィードバック   

  

研究を通して、外国籍児童各々の伸ばすべき技能のポイントを知り、フィードバックを行うこ

とによって、教室活動おける学習だけではなく、家庭学習など教室外での学習に役立て、家

庭で子どもの言語習得や将来について考える機会づくりにつなげたい。  

 

1.3 研究方法 

なお、①教室開催に関しては、保見団地に住む小学校低学年の外国籍の児童 10 名程度

を対象に活動を行った。NPO 法人「トルシーダ」が開催する「ほみっこサロン」2に通っていた児

童に募集をかけた。②技能の「見える化」には、文部科学省作成、「外国人児童生徒のための

JSL 対話型アセスメント」3（以下、アセスメント）という指標を使用した。<はじめの一歩>（「導入

会話」及び「語彙力チェック」）と「話す」「読む」「書く」「聴く」の 4 つの技能から構成されている

が、本研究では<はじめの一歩>内、5 分程度の「導入会話」と語彙カードによる「語彙力力チェ

ック」のみを実施した。また、③参加者親子に対してインタビュー調査を実施した他、アセスメン

トの集計結果と分析をまとめた資料を配付し、口頭でのフィードバックを行った。 

 

第2章 活動概要 

2.1 教室活動 

1.2研究目的で述べた①教室活動に関して、本研究では「土曜日教室」と称し、毎週土曜日

の午前 9 時から 11 時に県営保見集会所にて実施した。教室活動と並行して、7 月・8 月には

アセスメントの<はじめの一歩>を実施した。教室の主な内容は、読み聞かせ、勉強、工作など

である。また防災、ごみの分別などテーマを設定して学ぶ「テーマ学習」、子どもの希望に合わ

せて外での遊びや観察の時間も定期的に設けた。2021 年 6月 12 日に第 1回土曜日教室を

開催し、現在までに計 27回開催した。9月は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、緊急

事態宣言が発令されたため対面から Zoom を用いたオンラインでの開催に切り替えて教室活

動を行った。以下は実際の教室活動のスケジュールとその様子である。（写真はすべて研究

員撮影） 

 
2 NPO 法人トルシーダ「ほみっこサロン」：ポルトガル語が話せる高校生、大学生を指導者とし

て、小学 1・2年のブラジル人児童を対象に教科学習の補修、母語などの読み聞かせを行う。

jimdofree.com （最終閲覧日：2022 年 1月 12 日） 
3 文部科学省「外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA」

https://sites.google.com/site/dialogiclanguageassessment/（最終閲覧日：2022 年 1月 19

日） 
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表 1 教室スケジュールとその様子 

6月 

12 日 第 1回土曜日教室開催 

自己紹介・名札づくり・読み聞かせ・読み

聞かせに関する工作 

 
読み聞かせの様子 

19 日 読み聞かせ・工作・持参した宿題などで勉強 

26 日 
新型コロナウイルスの影響に伴い活動一時中止 

7月 

3 日 

10 日 ・読み聞かせ 

・読み聞かせに関する工作 

（絵本の登場人物の色塗り、台詞を自分

で考え、吹き出し内に書く） 

 
工作の様子 

17 日 テーマ学習：防災① 

・災害、防災の概念を絵カードで学習 

→知っていること、気づいたことについて

子どもたちが発表 

 

・研究員作成・出演の動画を通して地震

発生時の行動を学習 

→体を動かして実践 
発表する様子 

24 日 テーマ学習：防災② 

・防災①で学んだ内容の復習 

・自分の防災バックを考える工作 

・身分証明書作成のワーク 

 
工作の様子 

31 日 ◆第 1回アセスメントの実施 ・読み聞かせと勉強、外遊び 

8月 

７日 ◆第 2回アセスメントの実施 

・読み聞かせ  

・テーマ学習 

（お父さんお母さんや、自分の好きな人に向けてメッセージカードを作成） 

14 日 悪天候のため不開催 
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21 日 スタッフで地球広場を清掃（登校日により子どもたち不参加のため） 

28 日 緊急事態宣言発令に伴い、オンライン教

室へ切り替え（Zoom） 

 

・読み聞かせ 

→絵本を pdf化して画面共有 

→ブレイクアウトルームも活用し、絵本を

複数用意は継続 
 

読み聞かせの様子 

9月 

4 日 

11 日 

18 日 オンライン教室（読み聞かせ など） 

・「あのねタイム」を設ける…オンライン上

でも全員が話す機会があるよう、話したい

こと、最近あったことを共有する時間 

 
外での観察の様子 

25 日 オンライン教室（読み聞かせ など） 

10

月 

2 日 ・地球広場の清掃、読み聞かせ、外遊び（対面に戻る） 

9 日 ・地球広場の清掃、読み聞かせ、公園で観察 

16 日 テーマ学習：豊田市のごみ分別 

・勉強したことをもとに保見団地周辺をご

み拾い 

・ゴミ袋を持つ係・拾う係に分かれ、子ど

もたち同士で「何のゴミか」を考えながら

活動  
豊田市のごみ袋で実践 

23 日 ・読み聞かせ、観察、ごみ拾いと分別 

30 日 ・保護者会の開催とアンケートの実施、読み聞かせ 

11

月 

6 日 ・読み聞かせ、勉強、観察 

13 日 「ミニ先生」の実施 

・読み聞かせ、勉強、観察 

20 日 テーマ学習：勤労感謝の日 

27 日 ◆聞き取り調査の実施 

・読み聞かせ、ゲーム、勉強 

12

月 

4 日 
・読み聞かせ、勉強、工作 

11 日 

18 日 ・読み聞かせ、クリスマス会に向けた飾り作り 



 

 
 

208 

25 日 ・クリスマス会、アルバム作り 

・プレゼント配布 

 

クリスマス会の様子 

 

1月 

8 日 テーマ学習：お正月 

・お正月について学ぶ 

・年賀状作り 

 

 
年賀状作成の様子 

15 日 ・読み聞かせ、勉強 

・8 日に作成した年賀状をポストに出す 

 

2.2 JSL対話型アセスメントについて 

文部科学省によると、公立学校に在籍する日本語指導が必要な児童生徒は増加している。
4彼らの具体的な言語能力のイメージが共有されていないという状況を踏まえ、同省「外国人児

童生徒の総合的な学習支援事業」の一環で、全国的にどの学校でも利用可能な日本語能力

の汎用的な測定方法として開発されたものが、外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメ

ントである。このアセスメントは「対話型」を基本とし、導入会話と、<話す> <読む> <書く> <聴く

>の 4技能から構成される語彙力チェックから言語能力を測定する。 

 

2.3アセスメントの実施 

7月 31 日、8月 7 日、10月 30 日、11月 6 日に教室参加児童に対し、<はじめの一歩>を実

施した。新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、一時中断せざるを得なかったため教室

参加者全員には実施することができなかったが、計 9名に行うことが出来た。 

 

表 2 アセスメント実施者内訳 

   日本語のみ…5名 

日本語＋ポルトガル語…2名 

日本語＋スペイン語…2名     計 9名 

 

 
4 文部科学省「『日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査(平成 30 年度)』の結

果について」 文部科学省総合教育政策局 https://www.mext.go.jp/content/20200110_mxt-

kyousei01-1421569_00001_02.pdf（最終閲覧日：2021 年 1月 22 日） 
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2.4 アセスメントの考察 

全体の傾向として、子どもたちのほとんどは形容詞の得点が高いことが分かった。一方で子

どもたちの正答率が全体的に低い単語例を挙げていく。「まつげ」という単語は、特に正答率

が低く、正しく答えられたのは 9 名中１名であった。その中でも「まゆげ」と混同している例が多

かった。これは、同じ顔の部位であり、似ている語であるため、間違えやすい傾向があるので

はないかと考えられる。また「ひきだし」という単語も 9 名中 5 名が「わからない」と答えた。表 3

にその他誤答例をまとめた。 

 

表 3 誤答例 

   2. まつげ     →  まゆげ 

    3. くちびる    →  くちぶる 

    23. えだ      →  いだ 

    30. つくえ     →  くつえ 

    38. いしゃ     →  おいささん 

    39. しょうぼうし →  しょうぼうしょ・しゃ 

 

次に、アセスメントの実施を通して考察した 3点を挙げる。 

 

① 家庭で日本語を使用するかどうかが日本語のイントネーションに影響 

語彙力チェックの結果から、両者とも日本生まれ日本育ちだが、日本語のイントネーション

に違いがある児童 A と児童 C を取り上げる。保護者に行ったアンケート5上では、二人の母語

はポルトガル語である。C は A と比較して、日本語のイントネーションがポルトガル語寄りであ

った。この結果は家庭でどのくらい日本語を使用しているかが関係しているのではないだろう

か。Aは家庭内では日本語とポルトガル語で、Cは家族全員とポルトガル語でそれぞれ会話を

している。在日年数は Aで 8 年、Cは 10 年と Aの方が 2 年短いにも関わらず、日本語のイン

トネーションが日本語母語話者に近い。これらのことから、家庭で日本語を使用するかどうかに

より違いが生まれているのではないかと考えた。 

 

②  役割意識と学校での人間関係が語彙の豊かさにつながっている  

語彙力チェックの中で 90％以上と高く得点し、語彙が豊富であると判断された児童は 3名

であった。この 3名のうち、児童 A と Bの 2名の導入会話の「友達はいる？」に対する回答とし

て 

A「たくさんいる。クラスのみんなが友達。2 年 1組 2組さんもみんな友達」 

B「（個人名を挙げたのち）でもいっぱい、あの 40 人くらいいるから。」「1 年生にもいるし、6 年

生にもいるし。」 

 
5 教室活動が始まる前に Google フォームで保護者の方に回答をいただいたアンケートであ

る。質問項目は巻末資料１参照。 
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という発言があった。以上のように他の子どもが 2、3 名の個人名のみを述べる一方で、A や B

はクラスや学年などグループ単位での回答をし、学校において交友関係が広いという特徴が

みられた。 

また、A は「学校で先生のお手伝いをしている」「私がお手本」「いつもミニ先生ばかりやって

いる」、また、A は「学校で先生のお手伝いをしている」「私がお手本」「いつもミニ先生ばかりや

っている」土曜日教室内においてBは「学級委員長だから、しっかりしなきゃいけない」という発

言がみられた。以上のことから今後の教室活動において、 

1. 教室内において子どもたちに役割を与える 

2. 教室を大学生や若者が運営する 

という 2 点を行っていきたい。教室内で先生のお手伝いや掃除係などの役割を与えることで、

子どもの自主性と積極性を養っていけるのではないだろうか。ま「2. 教室を大学生や若者が

運営する」において、普段学校で触れ合うことのできない大学生や高校生などの若者と触れ

合うことで幅広い交流を作り出すことができ、彼らの情意フィルター6を下げることで学びやすい

環境づくりを心掛けていきたい。 

 

③  語彙力チェックの実施言語以外を経由して考えている 

また実施言語以外を経由して回答していると考えられる例が多く見られた。児童 C は、ポル

トガル語で実施した語彙力チェックにおいて、語彙カード 46 番の「着る」を示すカードを「服を

…わからない。」と答えた。実施者所見、また録画資料分析を通して、C が考えている様子から

推察されるのは、ポルトガル語の trocar de roupaの「替える」という意味の動詞「trocar」を日本

語に変換しようとしているのではないかということである。 

 

また、スペイン語で語彙力チェックを行った児童 Bの「No sé que…ひげってどうやっていうん

だっけ、うーん…No sé.」や「はさみはさみはさみ…tijera」などの発言からは、日本語での単語

が先に思い浮かんだのちに、スペイン語を考えていることがうかがえる。表 4 は、Bの語彙力チ

ェックにおける発言を文字に起こしたものの一部抜粋である。その他にも B の場合、「B92 うー

ん」のように会話の間を埋めるフィラーも日本語で現れている。これは、母語であるスペイン語

よりも、日本語が強まっていると考えられる例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 
6 情意フィルターとは、Krashen の情意フィルター仮説における言語学習における心理的障害

のことである。この情意フィルターの障壁が大きいと、 言語獲得装置へ送られる言語入力も減

り、言語出力も減少する と考えられる（田所, 2001） 
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表 4 スペイン語での語彙力チェックにおける発話 

Y91 （カード番号）20 B92 
(2) No sé que...(2)ひげってどうやっていうんだ

っったっけ、うーん（5）No sé. 

Y93 （カード番号）21 B94 Árbol 

Y95 （カード番号）22 B96 (2)No sé. 

Y99 （カード番号）24 B100 うん、、せんぷうき、、ventirador 

Y101 （カード番号）25 B102 (2)でんわ、でんわ、、llamar. 

Y121 （カード番号）35 B122 (2)はさみはさみはさみ、、tijera. 

Y159 ¿Cómo es el lápiz? B160 umm? ほそいふといほそいふとい、、 

Y161 Éste,, es grueso, neh? B162 grueso,, y ,, no sé 

（Yは実施者（筆者）、Bは児童 Bを表す。（ ）の数字は沈黙秒数、Y、Bの次の番号は発話番

号を表す） 

   

 また C は、日常的に家族とはポルトガル語のみで話しており、母語であるポルトガル語を経

由して日本語の語彙を考えている様子がうかがえた。B は、家庭で母や祖母とはスペイン語を

話すが、学校生活においてや、日常的に多く使用している言語は日本語である。このように、

母語と日本語のうち、より強い言語を経由して他方の言語を考えていると思われる。 

 

第3章 教室参加児童親子への聞き取り調査 

3.1 調査概要 

 第 2 章で実施した<はじめの一歩>に加え、教室への参加児童とその保護者の親子一組

に対し半構造化聞き取り調査を行った。実施に至った理由としては教室活動を通して、家庭

環境や児童の性格など「導入会話」や「語彙力チェック」だけでは確認できない言語習得に影

響を与える要素の手がかりを得られると考えたためである。 

① 日本語と母語のポルトガル語ともに語彙力チェックの正答率が 90％と高得点である 

② 継続的に土曜日教室に参加している 

③ 児童および保護者の方との関係性づくりができている 

 以上 3 点を基準に参加児童 A さんと A さんの母（以下、G さん）を聞き取り調査の対象者と

した。また、本調査はすべて日本語で行った。 

 

 3.2 調査内容 

表 5 に対象者の基本情報を、表 6 に質問内容をそれぞれ表した。 
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表 5 対象者の基本情報 

 A さん G さん 

滞日年数 8 年（日本生まれ） 20 年 

母語 ポルトガル語 ポルトガル語 

家庭内で日本語を話す人 G さん A さん 

家庭内で母語を話す人 父 夫（A さんの父） 

 

表 6 質問内容 

① 子どもの言語習得で困ったこと 

いつ 

何に 

なぜ 

誰に／どこに相談したか 

どのように解決したか 

② その他困ったことはあったか 

いつ 

何に 

なぜ 

誰に／どこに相談したか 

どのように解決したか 

③ 子どもと会話するときに気を付けていること 

A さんがうまれたときに夫婦で話し合ったか 

日本語とポルトガル語のバランスはとれているか 

（言語は混ざらなかったか） 

④ 日本語とポルトガル語の両方で教育することを選択した理由は 

⑤ 言語面で子どもに求めていること 

→日本語 

聞く 

書く 

話す 

読む 

  →ポルトガル語 

聞く 

書く 

話す 

読む 

⑥ それぞれの言語を家庭で勉強しているか 

 教材は使用しているか 

誰と勉強しているか 

 どのように勉強しているか 

頻度 

時間 

内容 
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3.3 調査結果 

調査を通して、言語面では困ったことがなく、健康面での苦労が多かったと答えていたの

が印象的であった。しかし、日本語習得や母語の維持において影響があると考えられる以

下 4点の特徴がみられた。 

 

① ブラジルに住む G さんの母（A さんの祖母）との定期的な連絡 

表 6 の「⑥それぞれの言語を家庭で勉強しているか」の問いに対し、A さんはポルトガ

ル語を忘れないよう、毎週、まれに毎日祖母と電話で連絡を取っていると答えた。 

 

② 「勉強」とせず楽しく学ぶ 

A さんは小さい時に『カーズ』（2006）7が大好きであり、YouTube で英語、中国語、タイ

語、など多言語で視聴していた。映画の視聴を通し、様々な国の言葉を覚え、話していた。

そして、こども園入園以前 G さんはポルトガル語で A さんとアルファベットや数字、色、方

向などを使って遊んでいた。 

またこども園入園後に、「もっと（日本語を）教えたいから」と A さんに対し G さんは日本

語、父はポルトガル語と話す言語を決めた。家庭で勉強する際は「ゲームをたくさんやっ

てた」と話した。例えば、床にクレヨンで数字をたくさん書き、「右足、1」など楽しく数字や

左右を覚えていたという。G さんも「たぶん楽しいことだから、もっと覚えやすいと思う」と話

した。 

 

③ 教員であった祖母とこども園で働いていた G さん 

G さんの母はブラジルの小学校 1 年から 4 年生までの教師であった。G さんが小学

生のころ、母の授業について行っていた。そこでいろんな遊び方などを覚えていたとい

う。また G さん自身もブラジルに在住していた際に子ども園で働いていた。 

 

④ 家庭内では A さんが日本語の先生 

A さんは日本語と母語であるポルトガル語どちらも話すことが出来るが、日本語のほう

が好きであると答えた。家庭内でも日本語をポルトガル語に直したりするなど、通訳する

ときもあるという。また父に日本語を教えており、「おうちでは私が（日本語の）先生だか

ら」と答えた。 

また今日は遊ぶ日、ゲームをする日などといったように、その日やることは A さんが決

めるなど、強制することはせず子どもが主体となった学習環境が特徴としてあった。 

 

3.4 考察 

3.3 で挙げた特徴の中で気づいたこととして、Aさんはゲームなどを通してポルトガル語お

よび日本語を楽しく学んできている。小学校教諭の母を持ち、自身もブラジルの子ども園で

の勤務経験があるGさんが母の教え方の工夫・ノウハウを覚えており、関心が高かったこと、

 
7 ジョン・ラセター, ジョン・ランフト. カーズ 監督（2006）『カーズ』（ピクサー・アニメー

ションスタジオ） 
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また G さん自身も楽しいことだから覚えやすいと考えることなどが A さんの楽しみながらまた

主体的に学ぶという現在のスタイルに影響しているようにも思われた。 

そして現在もポルトガル語を話すことが出来る背景として、家庭内で父とポルトガル語で会

話することに加え、ブラジルに住む A さんの祖母と定期的に連絡を取っていることも大きな

要因であるだろう。 

 

3.5 課題点 

本研究では A さん親子の一組のみに対し聞き取り調査を行ったため、傾向を把握するこ

とは出来なかったが、今後において調査、分析すべき項目に気づくことが出来た。それは、

保護者の滞日年数や日本語のレベルを比較することである。Gさんは滞日年数も 20 年と比

較的長く、また A さんが子ども園に入学した際は話しかける言語を日本語に切り替えるなど、

A さんが幼いころから日本語を話すことが出来ていた。今回、日本語能力のレベルを確認

するなど G さんに対して深く掘り下げて質問することが出来なかったが、第 2 章での結果に

もみられたように、同じ日本生まれ日本育ちの児童同士でも語彙力チェックの正答率や発

話時の特徴が異なることを踏まえると、家庭内での使用言語は勿論、保護者の滞日年数や

日本語能力を把握したうえで分析することが必要であった。今後は児童の属性のみならず、

保護者の属性についてより掘り下げ、比較・分析していきたいと考える。 

 

第4章 「楽しみながら学ぶ」方法と考えられる学習効果 

 これまでの教室活動、アセスメントの実施と分析、インタビュー調査を通して考察できる「楽し

みながら学ぶ」方法と考えられる学習効果について言及する。 

「楽しみながら学ぶ」教室づくりのために以下の 2点を意識した。 

 

一つ目は「勉強を強制しない」ことである。子どものイメージでは「勉強」というと、机上学習と

結びつきやすいため、決まった学習にとらわれない方法で学びにつなげる努力をした。そのよ

うな実践の積み重ねが、第３章で述べた A のように、主体的に学ぶ態度につながるのではな

いかと考える。 

二つ目は「一人ひとりに寄り添った教室活動」である。大学生が参加する子どもそれぞれに

つくことで、その子の得意・苦手を把握して、子ども自身の楽しく学べる方法を見つける努力を

した。 

 

 4.1 実際に大学生スタッフが実践した「楽しみながら学ぶ」方法の具体例 

 実際の教室活動において、大学生スタッフが一人ひとりに寄り添っている間、勉強を強制

しないで「楽しく学ぶ」ために行った工夫の具体例と、子どもの反応、変化について述べる。 

 

例１ 読み聞かせをしたくない子に対して、その子が好きな工作をしながら日本語で説明を

してもらった。 

例２ 宿題の時間にワークはやりたくない子に対して、都道府県カルタで学ぶ、 絵を描く、

好きなことを説明してみるなどその子に合わせた楽しい学びに転換した。 

例３ 読み聞かせの時間に、大学生スタッフが一方的に読むのをやめて、絵本を自分で読
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みたい子どもに、自主的に読んでもらった。その際、子ども自身が丸読み（句点よみ）

をし、分からないところがあれば子ども同士で教え合った。読みの間違いも補う様子

が見られ、活動初期に比べて自分で読みたいという子が増えた。 

例４ 外遊びの時に、絵を書くことが好きな子は虫や花の観察を紙に記録して、大学生スタ

ッフに説明した。 

例５ 読み聞かせの時間に、動物のフィギュアで遊びたい子どもが大学生スタッフとともに

動物の名前を紙に書いた。さらにその動物の食べるものを考え、草食と肉食の学習

をした。助数詞（〇頭、〇匹）やひらがなの書き順の指導も同時に行った。この際、

初期の教室で試みた「本の感想を書こう」の時と比べて、より自分の興味のあること

に関連していた書くことに意欲的であった。 

 

このように、子どもの興味・関心に寄り添い、机上以外の活動において学びにつながる要

素を取り入れた。 

 

 4.2 教室活動でみえた「楽しみながら学ぶ」: 結論と限界 

 「楽しみながら学ぶ」とは、前述したとおり、子どもによって異なり、正解はない。しかしなが

ら、子どもに寄り添うことでその子の楽しみながら学ぶ方法が見えてくる。本研究において、

「楽しみながら学ぶ」とは、「子どもが強制的圧力を感じずに、自らが必要性や喜びを感じて

行動できるような学びである」と現時点で結論づけられる。一方で、子どもが興味・関心を持

つことのみに着目した学びをしていると、一定の偏りに陥りやすいのではないかと考える。例

えば、やりたくないと言えばそれを尊重して子どもの好きなことのみをやっていても本当にそ

の子の支援になるだろうか。子どもが苦手だと感じていることをいかに楽しく学んでもらうかは

模索し続けなければならない。 

 

第 5 章 おわりに 

 テーマであった「楽しみながら学ぶ日本語教室」という活動を通して、子どもたちに専門的な

日本語の文法や文型を本格的に教えるには、専門知識を持つ日本語教員課程の知識が必

要だと改めて認識した。したがって、今回の活動では資格のない学生で可能だと考えられる子

どもの学習支援に加え、私たちの活動が子どもにとって居心地の良い場所になることを目指し

た。そして、アセスメントの実施と分析を行いながら、「楽しみながら学ぶ教室」の基礎作りに専

念した。子どもたちそれぞれに 1 対 1 で大学生が隣につけるようにすることで、その子の個性

や性格を考慮した「楽しみながら学ぶ」方法を模索した。 

 教室で考察できたことは、「たのしい」とは、子どもによって多様である。例えば、工作、観察、

歌、大学生のお姉さん・お兄さんがいる環境、友達がいること、学校とは違う環境であることな

ど子どもによって様々であり、一概にこれが楽しいと私たちが決めつけることはできない。 

 今後外国につながる子どもへの支援活動として、「ハイブリットな教室活動」、「幅広い人間関

係」、「リラックスできる環境」の三点が重要であると考察した。外国につながる子どもたちの本

当の支援を成し遂げるためには、日本語の支援だけではなく、学習支援や居場所として機能

する場所づくりなど、ハイブリットに組み合わさる教室活動が必要だということがわかった。また、

調査する中で、同級生のみならず、年上の人とのコミュニケーションなどの幅広い人間関係が
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重要であるとの考察に加え、教室活動を大学生や若者が主体で行うことで、子どもたちがよりリ

ラックスして、効果的な言語学習に寄与できるのではないかと考えた。 

 愛知県立大学の学生自主企画研究を基盤に市民活動団体 JUNTOSが誕生した。今後の

保見団地における教室活動は、この団体に引き継がれることによってよりよい形を追求し続け

られるだろう。そして、「本当の多文化共生」を目指すことは、外国につながる子どもたちやそ

の家族を対象とした研究を実施することではない。その研究を通して、課題や現状を明らかに

することで、国籍や異文化を通り越した先に、地域住民が共生する場所を目指すことであろ

う。本研究を通して、活動の継続がその地域に寄り添い、共に生きていく第一歩であると実感

している。 
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資料１ Googleフォームによる保護者アンケート（研究員作成） 
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